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0，001 10．9 17％ 15．8 17％
0，002 9．7 26％ 14．1 26％
Parabolic　Arch
0．0 13．2 18．3
0，001 10．0 24％ 16．2 12％
0，002 9．1 31％ 15．1 18％
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響が出てくる．・
　次に，初期変位が存在する場合，非弾性域の広がり
は，どのようになっているかを示す．
　Fig．11は，初期変位2＝o．ooo5を有する円弧アーチ
について，限界荷重付近の非弾性域の広がりを示した
ものである．アーチ軸線を20等分割し，等分割点に
左端から順に0，1，2……と番号を付け，対称変形
であることを考慮して左端からアーチクラウンまでの
分布図である．面内および面外の曲げモーメントの影
響で，換矢比が0．1の場合，端部とアーチクラウン付近
に，一方，操矢比が0．2の場合は，1／8～1／4付近とアー
チクラウンにおいて非弾性域の広がりが見られる．
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Fig．11　Distribution　of　Plastic　Zone　of
　　　　2－hinged　Circuler　Arch．
低下率が大きくなっている．また，放物線アーチの場
合，それぞれの洪矢比において，同初期変位に対する
限界荷重の差はほぼ等しくなっている．一方，円弧ア
ーチの場合，初期変位が大きくなるにつれ操矢比の影
6．結　　語
　任意形アーチに関して，幾何学的および材料的非線
形性を考慮し，増分形微分方程式の離散的一般解に基
づく直接的かつ半解析的解法を提示し，面外耐荷力解
析を行った．
　得られた主要な結果は次のおとりである．
（1）増分形基礎微分方程式の離散的一般解に基づく本
　解析法により，アーチの幾何学的諸量および荷重強
　度などを用いて，直接的に解析され，置換系へのモ
　デル化を必要としないことが示された．
②　既往研究の理論値および実験法との比較を行うこ
　とにより，本解析法の妥当性が認められた．
（3）デッキ荷重を受けるアーチにおいて，耐荷力は面
　外座屈荷重で決まる場合が多く，特に放物線アーチ
　については，弾性面外座屈によって決定されるよう
　である．円弧アーチについては，操矢比の大きさ，
　断面形状によって，非弾性面内分岐座屈荷重で決ま
　ることがある．
（4＞初期変位を有するアーチの面外耐荷力は，非弾性
　安定限界荷重で決まることが多いようである．
　　なお数値計算は本学FACOM　M－180によった．
　　〔Appendix〕
　G2（ゴ｝＝一β21ω∠7　Qzω一β2・ω∠7ル島ω一β23（ゴ〕∠1M〃（プ）
　G3ω＝一β31ω∠1Qどω一β32（ゴ）∠7ル毎ω一β33ω∠1〃3（ゴ｝
・一Pとす砿
　〆13ω＝一κン。（の＋Qzωβ31ω，／16ω＝一ρQ〃ω
　∠L13（ゴ）＝∠コρ」じ｛，｝一ρ∠1ノレ1zω∠Qyω∠ゴQzω
　β3ω＝κ■。ω一Qg（のβ21ω，」B6ω＝ρQlエω
　β13ω；∠1ρシ（ゴ｝十ρ」〃Zω∠lQ〃ω十G2ωヨQβω
　C3ω＝一Q躍ωβ31（ゴ｝＋Qシ〔ブ）β2i（ゴ），
　C4（ゴ）＝一Qエωβ32ω＋Qシωβ22ω，
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C5ω＝一Q－（，）β33σ）＋Q〃（のβ23（の，
C13ω＝助。σ｝＋G3（ル4Q。｛ガG2ω・4Q“（，），
D5σ）＝κZ。（の＋〃2（，）β33〔の，1）6（の＝一κン。（，）一ρ〃〃（の，
1）13ω＝一ρ∠7」帳ω∠7〃〃（の一G3ω∠1」44』ω，
E4（」〕＝一κZ。｛ゴ｝一払（」〕β22（，），　E6（」｝＝κ謬。（ゴド←ρ〃エω，
E13（の＝G2（の∠1〃9（の十ρ∠1ノ脇（の∠1砿τ（の，
几ω＝一〃エωβ31（の＋ル∫3ωβ21ω，
R（の＝κ〃。ω一Mτ（のβ32（，｝＋M3（のβ22（，L
凡（，｝＝一κ∫。（の一Mエ（」）β33（，｝＋〃9（のβ32（∫｝，
F【3ω＝03（ゴ）∠1〃エ（，）一G2（ゴ）∠1！脇（，〕
公（ノ》＝一ρ
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